Z 8301：2000 （ISO 9001：2000）

X 4153：0000 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" X 4153：0000 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" X 4153：0000  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4153：0000
 エラー! 指定したスタイルは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ああああ IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ああああ \* MERGEFORMAT
ああああ
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4153：0000
 エラー! プロパティ名に誤りがあります。 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" (IEC 60707：1999)  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
 (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
 \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)

X 4153：0000 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" X 4153：0000 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" X 4153：0000  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4153：0000
 X 4153：0000 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" X 4153：0000 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" X 4153：0000 \* MERGEFORMAT
X 4153：0000
 \* MERGEFORMAT
X 4153：0000
 \* MERGEFORMAT 
X 4153：0000
 エラー! プロパティ名に誤りがあります。 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" (IEC 60707：1999)  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
 (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" (ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001) \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
 \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)


まえがき

この追補は，JIS X 4153:0000が，■■発行年月日■■付けで改正されたことに伴って発行されたものである。
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JIS

X 4153：0000

(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
文書スタイル意味指定言語 (DSSSL)
（追補１）

Document Style Semantics and Specification Language (DSSSL)
（Amendment 1）
序文　この追補は，ISO/IEC 10179:1996，Document Style Semantics and Specification Language (DSSSL)に対して，2001年に発行された Technical Corrigendum 1を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなくJIS X 4153:0000追補1として発行されたものである。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。

備考
この規格の対応国際規格を次に示す。なお, 対応の程度を表す記号は, ISO/IEC Guide21に基づき, IDT(一致している), MOD(修正している), NEQ(同等ではない)とする。 ISO/IEC 10179:1996 [Information Technology — Document Description and Processing Languages — Document Style Semantics ans Specification Language (DSSSL) Technical Corrigendum 1] (IDT) 
JIS X 4153:0000を,次のとおりに改正する。
技術訂正　この追補1は, ISO/IEC 10179:1996(JIS X 4153:1998)の誤りを訂正する。いくつかの拡張，例えば，追加の流し込みオブジェクトクラス，追加のフォーマット領域，及び別の構文は, ISO/IEC 10179:1996/Amd.1で扱う。
参考
原規格のTechnical Corrigendum 1には, ISO/IEC 10179:1996を翻訳してJIS X 4153:1998を作成する際に明らかになった誤りに対する訂正が含まれる。それらの誤りの幾つかは, 既に訂正されてJIS X 4153:1998の規定を構成している。そこで, 既にJIS X 4153:1998に反映済みの技術訂正に関しては, 参考としてその旨を明らかにする。
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4.35　次の備考を追加する。
備考 1.5 部分木は, ノード集合とその各要素の子の集合との和をとり, 要素の重複を取り除く手続きを, 根ノードを一つだけ含む集合に適用して, 手続きの入力となる集合の要素数と出力となる要素数とが等しくなるまで, その出力への手続き適用を繰り返して得られるノード集合。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4153:1998に反映されているが, "参考"を"備考 1.5"に変更する。
b)
5.2　箇条a)～g)に次の項目を追加する。
h) string: 文字列 
参考
この訂正は, 既にJIS X 4153:1998に反映されている。
c)
8.2.1　最終段落の句"又は割当て(, or assignment of,)"を削除する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4153:1998に反映されている。
d)
8.3.1.4　例11の最初の式の結果において, "(3 4 5 6)"を"3"に変更する。
e)
8.3.2.5　let*-expressionに続く段落において, "節binding-specの終わり(right of the binding-spec)"を"式bodyの終わり(the end of the body)"に変更する。
f)
8.5.7.4　最終段落において, "数値名に(with the number name raised)"を"単位名に(with the unit name raised)"に変更する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4153:1998に反映されている。
g)
12.5.2　箇条の最初の項目として，次を加える。
(length-spec? obj) 
h)
12.6.6　特質asis-wrap-indent:における初期値として, "#f"を"0pt"に変更する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4153:1998に反映されている。
特質expand-tabs?:において, "expand-tabs?:"を"expand-tabs:"に変更する。
i)
12.6.6　特質line-number-side:の最後の規定として, "初期値は, startとする。"を追加する。
特質line-number-sep:の最後の規定として, "初期値は, 一つの空きとする。"を追加する。
特質last-line-justify-limit:の初期値として, "0"を"0pt"に変更する。 
j)
12.6.18　特質line-miter-limit:を削除する。
k)
12.6.26.1　最後の段落の直前に次の特質を追加する。
b) 特質keep-with-previous?:
c) 特質keep-with-next?:
d) 特質keep:
e) 特質may-violate-keep-before?:
f) 特質may-violate-keep-after?: 
l)
12.6.27.7　特質border-priority:の最後の規定として, 次を追加する。 
table-borderの境界線及びcell-borderの境界線が等しい優先度で競合している場合，table-borderの境界線が勝つ。特質border-present?:が#tである境界線及び特質border-present?:が#fである境界線が等しい優先度で競合している場合は，border-present?:が#tである境界線が勝つ。 
JIS X 4153：0000
(ISO/IEC 10179：1996/Cor.1：2001)
文書スタイル意味指定言語 (DSSSL)（追補１）
解　説
この解説は，本体及び附属書に規定･記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部ではない｡
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制定の趣旨　ISO/IEC 10179:1996の発行の後, JIS化のための翻訳が行われると共に, 幾つかのシステムにDSSSLが実装された。それによって規定内容の詳細が再検討され, UK, 日本から訂正･拡張の要求[1], [2], [3]が提出された。原規格のISO/IEC 10179:1996/Cor.1:2001の内容は, これらの訂正要求に基づく。
日本からの訂正要求の中で, JIS化の検討の際に明らかになった, 議論の余地のない訂正については, 既にJIS X 4153:1998の中に反映されている。その結果, JIS X 4153の何人かの読者から, ISO/IEC 10179の記述と異なるJIS X 4153の記述について, 翻訳の誤りではないかとの問合せをいただいた。
そこで, この追補1ではCor.1をその記述のまま翻訳し, 既にJIS X 4153に反映済みの訂正項目に関しては, 参考としてその旨を明らかにすることによって, JIS X 4153の読者の混乱を軽減する。このCor.1が発行された段階で, (財)日本規格協会の情報技術標準化研究センター(INSTAC)に設けられた"文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会"(DDFD)は, 経済産業省からの要求に応じて, JIS化への検討を開始した。Cor.1を翻訳し, JIS X 4153追補1原案が作成され, 2002年5月に経済産業省に提出された。
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制定の経緯　ISO/IEC JTC1/SC34は, UK, 日本からの訂正･拡張の要求[1], [2], [3]をレビューし, 要求課題をCor.1として扱う課題とそれ以外の課題(Amd.1の課題, 今後の検討課題)とに分類[4]して, Cor.1の原案[5]作成を行った。
原案は投票で承認され, 2000年12月にJTC1/SC34は, 投票コメントに対する対処方針[6]を承認して, それに従った最終テキストを提出することをエディタに指示した。
このCor.1に含まれなかった, ISO/IEC 10179:1996に対する幾つかの要求課題については, Amendment 1(Amd.1)の中で扱うことがJTC1/SC34において検討されている。
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審議中の主要検討課題

 LISTNUM list1 \l 2  
訂正項目の表記　原規格のISO/IEC 10179:1996/Cor.1:2001は, 訂正項目に対して順序付けしていないが, この追補1では, 見易さを考慮して, a), b), c), ...の順序付き箇条として訂正項目を示している。
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JIS X 4153に対する正誤票　JIS X 4153:1998に対しては, 制定後の原案委員会でのレビュー, 読者からの問合せ等によって誤りが明らかになり, 正誤票を発行した。追補1を読む際の参考として, 正誤票内容の主要部分を解説表1及び解説表2に示す。
	解説表1 訳文, 訳語の訂正 

	連番 
	位置1 
	位置2 
	誤 
	正 

	(1) 
	9.6 
	p.88, 行8 
	リテラルの関連 
	リテラルとの関連 

	(2) 
	9.6 
	p.90, 行29 
	総称識別子 
	共通識別子 

	(4) 
	9.6 
	p.104, 行8 
	原始要素型 
	ソース要素型 

	(5) 
	9.6 
	p.105, 行5 
	原始要素型 
	ソース要素型 

	(6) 
	9.6 
	p.105, 行10 
	原始要素型 
	結果要素型 

	(7) 
	9.6 
	p.108, 行11 
	入手不能標識 
	利用不可テキスト指示子 

	(8) 
	9.6 
	p.108, 行17 
	公開文言語 
	公開テキスト言語 

	(9) 
	9.6 
	p.108, 行21 
	公開文指定順序 
	公開テキスト指示順序 

	(10) 
	9.6 
	p.108, 行25 
	公開文表示版 
	公開テキスト表示版 

	(11) 
	10.3.3 
	p.135, 行16 
	原始手続き 
	プリミティブ 

	(12) 
	12.4.7 
	p.161, 行24 
	参照と垂直位置とが同じに制約 
	参照と同じ垂直位置に制約 

	(13) 
	12.4.7 a), 2), 備考 
	p.162 
	領域を基準に, 直前, 同じ, 次のページ, さらにその次のページのいずれかにあると制約される。 
	領域の最初のページ, その直前のページ, 最初のページの次のページ, さらにその次のページのいずれかにあるとの制約を受ける。 

	(14) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	基本 
	公称 

	(15) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	名目 
	公称 

	(16) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	最小, 基本, 最大のそれぞれのサイズの値 
	最小, 公称及び最大のサイズの値 

	(17) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	最小, 名目, 最大サイズを使用し 
	最小, 公称及び最大のサイズを使用し 

	(18) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	基本サイズ, 最大サイズの小さい方，最小サイズの大きい方をそれぞれ使用する。 
	公称サイズ，最大サイズの小さい方, 及び最大のサイズの大きい方を使用する。 

	(19) 
	12.5.4.1 
	p.167 
	双方がforceであった場合, 名目値, 最小値, 最大値はそれぞれ加えられる。 
	どちらもforceであった場合, 公称値, 最小値及び最大値は加え合さられる。 

	(20) 
	12.6.4, d) 
	p.175, 行26 
	最後 
	最初 

	(21) 
	12.6.5, a) 
	p.179, 行16 
	特性 
	特質 

	(22) 
	12.6.6, f) 
	p.189, 行25 
	表示大きさ 
	行外サイズ 

	(23) 
	12.6.15, ab) 
	p.213, 行23 
	行外 
	行内 

	(24) 
	12.6.16, ab) 
	p.217, 行12 
	行外 
	行内 


	解説表2 訳語の揺れの訂正 

	連番 
	位置1 
	位置2 
	誤 
	正 

	(1) 
	目次, 10.2.4 
	
	核照会言語 
	中核照会言語 

	(2) 
	8.1 
	p.25, 行35 
	静的スコープ 
	静的適用範囲 

	(3) 
	8.5.9.5 
	p.59, 行12 
	有効言語 
	現言語 

	(4) 
	8.5.9.6 
	p.59, 行26 
	有効言語 
	現言語 

	(5) 
	10.2.4 
	p.127, 行37 
	核照会言語 
	中核照会言語 

	(6) 
	12 
	p.143 
	問い合せ言語 
	照会言語 

	(7) 
	12.3.1, 図5 
	p.147 
	辺 
	端 

	(8) 
	12.3.2, 図13 
	p.151 
	そろ(揃)え 
	並び 

	(9) 
	12.3.4, 図14 
	p.152 
	そろ(揃)え 
	並び 

	(10) 
	12.6.4.1, 図15 
	p.177 
	辺 
	端 

	(11) 
	解説, 3.3, 3) 
	p.257, 行14 
	核照会言語 
	中核照会言語 

	(12) 
	解説, 3.3, 3) 
	p.257, 行14 
	核式言語 
	中核式言語 


 LISTNUM list1 \l 1  
参考文献　
[1] ISO/IEC JTC1/SC18/WG8 N1883, Proposal for TC for ISO/IEC 10179, 1996-11
[2] ISO/IEC JTC1/SC18/WG8 N1918, Error Report for ISO/IEC 10179:1996(DSSSL), 1997-05
[3] ISO/IEC JTC1/SC34 N0153, Defect Report on DSSSL (ISO/IEC 10179:1996), 2000-05
[4] ISO/IEC JTC1/SC34/WG2 N43, Discussion on the Defect Reports to DSSSL, 2000-06
[5] ISO/IEC JTC1/SC34 N0157, Proposed Technical Corrigendum to ISO/IEC 10179:1996, 2000-06
[6] ISO/IEC JTC1/SC34 N0191, Disposition of comments on SC34 N0157: Proposed Technical Corrigendum 1 to ISO/IEC 10179:1996, 2000-12
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原案作成委員会　原案作成委員会である(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の"文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会"(DDFD)は, 学識経験者, メーカ及び利用者で構成され, その委員会の中に実際の翻訳作業を行う作業グループ1(DDFD-WG1)が設置されている。それらの構成員を解説表3及び解説表4に示す。
	解説表3 文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会 構成表

	
	氏名
	所属

	(委員長)
	池田 克夫
	大阪工業大学

	(幹事)
	鯵坂 恒夫
	和歌山大学

	(幹事)
	小町 祐史
	松下電送システム株式会社 (SC34専門委員会委員長)

	
	安達 淳
	株式会社沖データ

	
	内山 光一
	株式会社東芝

	
	小笠原 治
	社団法人日本印刷技術協会

	
	高沢 通
	大日本スクリーン株式会社

	
	高橋 亨
	株式会社日立製作所

	
	岩田 悟志
	経済産業省商務情報政策局

	
	木戸 達雄
	経済産業省産業技術環境局

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	宮本 義昭
	日本ユニシス株式会社

	(オブザーバ)
	高橋 昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会


	解説表4 作業グループ1(DDFD-WG1) 構成表

	
	氏名
	所属

	(主査)
	小町 祐史
	松下電送システム株式会社 (SC34専門委員会委員長)

	(幹事)
	内山 光一
	株式会社東芝

	(幹事)
	高橋 亨
	株式会社日立製作所

	
	安達 淳
	株式会社沖データ

	
	今郷 詔
	株式会社リコー

	
	小笠原 治
	社団法人日本印刷技術協会

	
	奥井 康弘
	株式会社日本ユニテック

	
	内藤 求
	株式会社シナジー･インキュベート

	
	内藤 広志
	大阪工業大学

	
	海田 茂
	ネクストソリューション株式会社

	
	渡部 賢一
	財団法人日本規格協会

	(オブザーバ)
	浅利 千鶴
	浅利会計事務所

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	高橋 昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会
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